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３月定例会のあらまし

令和７年度当初予算 総 額147億7,110万円
●一般会計／94億6,700万円（前年比＋6億6,500万円）

物件費

補助費等

人件費

普通建設
事業費

公債費

扶助費

操出金

投資及び
出資金

積立金

予備費

維持補修費

17.8億円

15.9億円

15.8億円

15.0億円

15.4億円

14.1億円

13.7億円

13.7億円

11.9億円

11.5億円

10.5億円

8.8億円

5.8億円

5.5億円

2.0億円

2.3億円

1.6億円

1.0億円

1,080万円

990万円

1,000万円

1,000万円

地方交付税

町税

繰入金

国庫支出金

県支出金

町債

地方消費税
交付金ほか

寄付金

諸収入

使用料及び
手数料

分担金及び
負担金

財産収入

35.0億円

34.5億円

13.5億円

13.2億円

11.8億円

9.7億円

11.5億円

9.2億円

8.1億円

6.7億円

4.3億円

5.4億円

4.0億円

4.4億円

3.0億円

2.0億円

2.4億円

2.0億円

8.404万円

8.524万円

1,372万円

1,400万円

516万円

394万円

令和７年度 令和６年度

歳　入歳　出

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和７年度

86億8,500万円

80億7,000万円
81億5,100万円

88億200万円

94億6,700万円

一般会計当初予算額の推移

物件費：公共施設の光熱水費、消耗品費、委託料などの
費用

補助費：団体等への活動助成金、他市町と共同で運営す
る組合への負担金などの費用

普通建設事業費：道路や建物などの建設事業に係る費用
公債費：町が借り入れたお金を返済するための費用
扶助費：児童、高齢者、障がい者の方などへの福祉サー

ビスの提供に必要な費用
操出金：一般会計から特別会計に繰り出す費用

経費の説明

今
年
度
の
一
般
会
計

平
成
16
年
（
２
０
０
４
）
の

合
併
以
降
、
平
成
19
年
度

（
２
０
０
７
）
の
95
億
８
千
万
円

に
次
い
で
大
き
な
予
算
規
模
と
な

り
ま
し
た
。

増
額
の
主
な
要
因
と
し
て
、
物

価
高
騰
に
よ
る
物
件
費
増
（
約

１
億
８
千
万
円
増
）、
児
童
手

当
を
高
校
生
ま
で
に
拡
充
し

た
こ
と
に
よ
る
扶
助
費
増
（
約

１
億
６
千
万
円
増
）、
人
事
院

勧
告
に
よ
る
人
件
費
増
（
約

１
億
２
千
万
円
増
）
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
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３月定例会のあらまし

令和７年度当初予算 総 額147億7,110万円

国民健康保険 介護保険 後期高齢者医療保険

17.8億円
16.5億円

3.6億円

17.5億円
16.5億円

3.6億円

●特別会計／総額38億６１９万円（前年比＋3,096万円）

令和７年度 令和６年度

●水道事業会計
 4億6,376万円 （収益的支出＋資本的支出）

●下水道事業会計
 10億3,414万円 （収益的支出＋資本的支出）

4.6億円 4.7億円

令和7年度 令和6年度

10.3億円 10.3億円

令和7年度 令和6年度

一
般
会
計
当
初
予
算
は
前
年
に
比

べ
、
６
億
６
５
０
０
万
円
の
増
加
の

94
億
６
７
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。主

な
事
業
と
し
て
、
次
の
も
の
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

① 

小
中
学
校
給
食
費
無
償
化
に
係
る
費
用

（
約
３
９
０
０
万
円
）

② 

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
町
民
１
人

に
５
千
円
分
の
商
品
券
配
布
事
業

（
約
６
千
万
円
）

③ 

埴
田
医
王
寺
避
難
道
路
整
備
事
業

（
２
億
３
０
０
万
円
）

④ 

国
民
宿
舎
紀
州
路
み
な
べ
改
修
事
業

（
約
３
４
０
０
万
円
）

歳
入
に
お
け
る
町
税
が
前
年
度
よ

り
３
１
５
３
万
円
増
の
13
億
５
１
９

２
万
円
。
自
主
財
源
は
31
億
７
５
９

２
万
円
（
歳
入
全
体
の
33
・
５
％
）

に
な
り
ま
す
。

一
方
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財

源
は
62
億
９
１
０
７
万
円
（
歳
入
全
体

の
66
・
５
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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令和７年3月定例会

新規

ＪＲ南部駅と岩代駅を活用してまちづく
りをめざす協議会を新たに設立し、和歌山
大学からアドバイザーを迎えて協議を進め
ます。約20名のメンバーは、ＪＲ・交通利
用者、各団体・事業者の代表などで構成さ
れ、基本構想をまとめます。（Ｐ16参照）

３０万円

地域

ＪＲ南部駅

ＪＲ岩代駅

継続

令和３年、国が推進する「GIGAスクー
ル事業」で導入された児童生徒のタブレッ
ト端末が更新時期を迎えます。令和８年度
に向けて児童生徒用に930台の端末機器を
購入します。

今後30年間に80％の確率で発生するとさ
れる南海トラフ地震。これに備えるために、
平成29年に完成した津波避難センターに続
いて、２ヶ所の避難タワー建設をめざして
調査測量を行います。財源は、100％町の
負担です。

６，６４９万円

津波避難タワー調査
測量業務委託料

GIGAスクール
タブレット端末更新

４００万円

教育 防災 新規

新規

５０万円
新生児聴覚検査委託料

駅を活用したまちづくり
協議会委員報酬

新生児の聴覚障害を調べるための検査委
託料です。

先天性難聴を早期に発見し、適切な療育
を受けることにより自立生活に大きな効果が
期待されます。

母子

今回の注目予算

ピックアップ

みなべ町議会だより P4



令和７年3月定例会

継続

町民の町への愛着度を上げることを目標
とした町民総参画、町外応援団と取り組む
3つの事業です。
①　SDGｓを推奨するステークホルダープラ

ットフォームを形成します
②　「みなべ梅ラーニングコモンズ」で町内、

中高生、大人、町外の方と協働し地域の
課題解決に取り組みます

③　二酸化炭素を削減するため、梅の剪定
枝をバイオ炭化します

企画

注目予算のピックアップ

新規

令和7年4月1日から１年間、漁船に使用さ
れる燃油の購入費用への補助金です。対象
経費の20％以内の額が補助されます。

燃油価格の高騰が、出漁意欲の低下につ
ながらないよう、漁業者の経営安定や水産業
の発展を支援するものです。

700万円

漁業

新規

町内の全２級河川を対象に、各地域の浸
水リスクや避難経路を確認できる資料を新
たに作成するための委託料です。

土砂災害、津波の２つのハザードマップ
と合わせて、町民の安全性を確保するため
に活用されます。

これらの情報マップは、冊子や町ホーム
ページ等で周知されます。

８００万円

防災
洪水ハザードマップ

作成委託料

拡充

地域の中小事業や小規模事業者への支援
を通じて、地域経済の活性化や経営基盤の
強化を図るための補助金です。

今年度は、旧町・村の２つの商工会合併
20周年を記念して、10月25日に「あきんど
カーニバル2025」が開催されます。

そのイベントへの補助金として250万円
が増額されています。

１，７５０万円

商工
みなべ町商工会

補助金出漁支援事業補助金

１，２５９万円
自治体SDGs事業

みなべ町議会だよりP5



ま
し
た
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
報
償（

２４
万
円
）

Q
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
後
の

対
応
に
つ
い
て
。

A
年
１
回
職
員
と
農
業
委

員
が
、
違
法
転
用
や
耕
作
放
棄

地
が
な
い
か
確
認
し
、
適
切
で

な
い
場
合
は
、
所
有
者
を
指
導

し
て
い
ま
す
。

み
な
べ
町
お
買
い
物
券

配
布
事
業
補
助
金

（
５
８
５
２
万
円
）

Q
山
間
部
で
は
お
買
物
券

が
使
い
づ
ら
い
。
せ
め
て
「
と

く
し
丸
」
で
使
え
る
よ
う
に
で

き
な
い
か
。

A
「
と
く
し
丸
」
は
、
町
外

事
業
者
で
あ
る
た
め
除
外
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
制
度
の
柔
軟

政
策
推
進
課

定
住
促
進
新
築
住
宅
取
得
支
援

事
業
補
助
金（

２
０
０
０
万
円
）

Q
当
初
の
予
算
が
オ
ー

バ
ー
す
れ
ば
、
補
正
予
算
で
対

応
で
き
る
の
か
。

A
令
和
６
年
度
は
、
18
件
の

申
請
で
、
令
和
７
年
度
は
状
況

に
応
じ
て
対
応
し
て
い
く
予
定

で
す
。

婚
活
支
援
事
業
補
助
金（

６０
万
円
）

Q
実
績
と
成
果
は
。

A
令
和
６
年
度
２
回
実
施
。

参
加
者
は
55
名
（
男
性
38
、
女

性
17
）
で
６
組
の
カ
ッ
プ
ル
が

成
立
し
ま
し
た
。

空
き
家
解
体
処
理
費
補
助
金

（
１
２
０
０
万
円
）

Q
空
き
家
解
体
補
助
の
実

績
と
今
後
の
方
針
は
。

A
平
成
29
年
度
か
ら
制
度

が
開
始
し
、
実
績
は
１
４
７
件

（
住
宅
１
２
２
件
、倉
庫
25
件
）。

今
後
相
続
未
登
記
や
解
体
資
金

難
の
課
題
に
も
行
政
が
対
応
で

き
る
か
検
討
し
ま
す
。

住
民
福
祉
課

電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

（
３５
万
円
）

Q
電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス
で

調
べ
る
書
籍
と
は
何
を
さ
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
そ
の
メ
リ
ッ

ト
は
。

A
戸
籍
関
係
の
専
門
書
で

す
。具
体
的
に
は
、「
戸
籍
実
務
」

「
戸
籍
小
六
法
」「
判
例
・
例
集
」

な
ど
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
古
い
紙
の
本
を

ロ
ッ
カ
ー
か
ら
探
し
て
確
認
し

て
い
ま
し
た
が
、
電
子
化
に
よ

り
す
ぐ
に
検
索
で
き
て
業
務
が

早
く
な
り
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
運
営
料

（
91
万
円
）

Q
住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ

ニ
交
付
は
、
一
年
間
で
ど
れ
く

ら
い
利
用
さ
れ
た
の
か
、
そ
の

率
は
。

A
年
間
約
７
５
０
件
。
最
も

多
か
っ
た
の
は
、
令
和
６
年
３

月
の
１
１
６
件
で
す
。
利
用
者

数
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す

が
、
率
は
10
％
程
度
で
す
。

Q
役
場
の
負
担
軽
減
・
住

民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
に

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
。

A
す
で
に
４
月
広
報
紙
で

は
「
役
場
に
来
な
く
て
も
で
き

る
手
続
き
」
を
特
集
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
、
別
の
手
段

も
含
め
て
広
報
を
工
夫
し
、
利

用
者
増
を
め
ざ
し
ま
す
。

健
康
長
寿
課

成
人
保
健
事
業
に
つ
い
て

Ｑ
＆
Ａ
編

主
な
議
案
質
疑

抜粋

Q
成
人
保
健
事
業
か
ら
前

立
腺
ガ
ン
検
診
の
廃
止
や
乳
房

検
診
の
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ

に
な
っ
た
理
由
は
。

A
こ
れ
ら
の
検
診
に
よ
る

死
亡
率
の
減
少
効
果
が
不
十
分

で
あ
る
と
い
う
国
の
基
準
に
よ

り
見
直
し
ま
し
た
。

子
育
て
推
進
課

地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

利
用
委
託
料	

（
22
万
円
）

Q
令
和
７
年
度
か
ら
始
ま

る
訪
問
型
支
援
事
業
の
内
容
は
。

A
地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
の
う
ち
、
子
育
て
世
帯

訪
問
支
援
事
業
が
新
規
事
業
と

な
り
ま
す
。
不
安
や
負
担
を
抱

え
る
家
庭
を
訪
問
し
、
相
談
や

支
援
を
行
い
ま
す
。

産
業
課

有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
補
助
金

（
１
８
７
０
万
円
）

Q
令
和
６
年
度
の
有
害
鳥

獣
の
捕
獲
状
況
は
。

A
令
和
６
年
12
月
末
時
点

で
猪
８
２
８
、
鹿
６
９
４
、
猿

８６
、
ア
ラ
イ
グ
マ
１
２
５
頭
で

前
年
よ
り
約
５
０
０
頭
増
加
し

令
和
７
年
度

一
般
会
計
予
算

令和７年3月定例会
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な
運
用
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

う
め
課

Ｕ
M
Ｅ
―
１
フ
ェ
ス
タ
開
催

補
助
金
（
５
０
０
万
円
）

Q
グ
ル
メ
甲
子
園
に
36
チ
ー

ム
の
応
募
が
あ
る
が
、
今
後
出

場
枠
を
増
や
せ
な
い
か
。

A
現
在
、
出
場
数
は
10
チ
ー

ム
に
絞
っ
て
い
ま
す
。

宿
泊
施
設
、
会
場
規
模
に

も
限
界
が
あ
り
、
厳
し
い
の
が

現
状
で
す
。
条
件
が
整
え
ば
、

出
場
枠
の
増
加
も
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
企
画

運
営
委
託
料
（
９
９
０
万
円
）

Q
Ｃ
M
の
内
容
が
梅
だ
け

な
く
、
備
長
炭
、
漁
業
な
ど
も

含
め
て
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

A
基
本
は
梅
Ｐ
Ｒ
で
す
が
、

目
的
か
ら
外
れ
な
い
枠
内
で
あ

れ
ば
町
の
魅
力
を
発
信
で
き
た

ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
学
習
課

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
機
更
新
（
６
６
４
９
万
円
）

Q
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
更
新
す

る
理
由
は
。
今
後
も
定
期
的
に

更
新
す
る
の
か
。

A
導
入
か
ら
５
年
が
経
過

し
、
Ｏ
Ｓ
の
サ
ポ
ー
ト
切
れ
や

性
能
低
下
が
見
込
ま
れ
る
た
め

で
す
。
今
後
も
お
よ
そ
５
年
ご

と
の
更
新
サ
イ
ク
ル
に
な
る
見

込
み
で
す
。

Q
国
の
補
助
金
は
全
体
の

費
用
に
対
し
て
ど
れ
く
ら
い
か
。

A
本
体
価
格
の
一
部
し
か

カ
バ
ー
さ
れ
な
い
た
め
、
設
定

費
用
や
関
連
ソ
フ
ト
費
な
ど
は

町
の
全
額
負
担
で
す
。
感
覚
的

に
は
「
あ
り
が
た
い
が
十
分
で

は
な
い
」
と
い
う
認
識
で
す
。

令
和
７
年
度

特
別
会
計
予
算

水
道
事
業
会
計

給
水
収
益
（
３
億
９４
万
円
）

Q
給
水
料
金
を
50
％
値
上

げ
し
た
こ
と
で
そ
の
収
益
は
ど

れ
く
ら
い
増
え
る
の
か
。

A
令
和
６
年
度
か
ら
予
算

ベ
ー
ス
で
約
１
．
３
８
倍
に
増

加
。
令
和
６
年
度
、
約
２
億
１

７
９
３
万
円
か
ら
約
３
億
９４
万

円
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

下
水
道
事
業
会
計

Q
令
和
７
年
度
の
下
水
道

へ
の
新
規
接
続
は
何
件
増
え
る

予
定
な
の
か
。

A
令
和
６
年
度
（
２
月
末
）

ま
で
に
63
件
あ
り
ま
し
た
。
年

度
末
に
は
さ
ら
に
約
40
件
程
度

の
新
規
接
続
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
接
続
件
数
は
年
間
で 

１
０
０
件
前
後
の
増
加
ペ
ー
ス

と
な
っ
て
お
り
、
概
ね
順
調
な

進
捗
で
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

郵
便
料
（
１
２
０
万
円
）

Q
各
種
郵
送
業
務
の
中
で

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用

を
促
す
通
知
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

A
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に

切
り
替
え
た
場
合
の
自
己
負
担

額
の
減
少
見
込
み
を
お
知
ら
せ

す
る
利
用
差
額
通
知
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
格
確

認
書
送
付
時
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
希
望
シ
ー
ル
（
保
険
証
や
お

薬
手
帳
に
貼
付
可
能
）」
を
同
封

し
て
お
り
、
窓
口
で
の
加
入
手

続
き
時
に
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

特
定
検
診
委
託
料

（
２
３
３
２
万
円
）

Q
特
定
健
診
の
受
診
率
は

ど
れ
く
ら
い
か
。
高
め
る
取
り

組
み
は
あ
る
か
。

A
令
和
６
年
度
で
約
１
７
０

０
人
が
受
診
、
対
象
者
の
約
60

％
の
受
診
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

医
療
費
抑
制
の
た
め
周
知
活
動

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

Q
み
な
べ
町
の
医
療
費
は

高
い
の
か
、
安
い
の
か
。

A
安
い
で
す
。
和
歌
山
県
内

で
一
番
医
療
費
が
低
い
町
で
す
。

以
前
か
ら
医
療
費
が
少
な

く
て
健
康
的
な
町
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

Q
そ
れ
な
の
に
保
険
料
が

高
い
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

A
県
全
体
で
保
険
料
を
統

一
す
る
「
県
単
位
化
」
が
進
ん

で
い
る
た
め
で
す
。

医
療
費
が
低
く
て
も
、
他
市

町
と
同
じ
ル
ー
ル
で
保
険
料
が
決

ま
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

所
得
水
準
も
考
慮
さ
れ
る
た

め
、
み
な
べ
町
は
比
較
的
高
め

の
保
険
料
に
な
り
が
ち
で
す
。

Q
今
後
も
保
険
料
は
上
が
る

の
か
、
そ
れ
と
も
止
ま
る
の
か
。

A
現
状
で
は
今
後
も
上
が

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
調
整
の
仕
組

み
が
だ
ん
だ
ん
廃
止
さ
れ
て
お

り
、
負
担
が
増
え
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。

令和７年3月定例会

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ＵＭＥ－１フェスタ高校生交流会

みなべ町議会だよりP7



令和４年6月1日から、ペットショ
ップなどで販売される犬や猫へのマ
イクロチップの装着と情報登録が義
務化されています。
この制度を受け、みなべ町でのチ

ップ装着犬の登録手数料（3,000円）
が無料となりました。同時に鑑札の
再交付の手数料も無料になりました。

みなべ町手数料徴収条例の一部を改正 令和７年３月定例会

２）意見書決議

犬の登録手数料について
─マイクロチップ装着犬の登録手数料が無料に

陳情の採択結果

・迷子や災害などの際に
飼い主と動物を再会さ
せる

・適正飼養の推進、飼育
放棄の抑止

・動物の安全管理

マイクロチ
ップ

何のため？

マイクロチップに記録された情報を専

用リーダーで読み取ると、登録データ

ベースとの照合から身元が確認され

ます。

棒引 川口 宮﨑
○ ○ ○

丸山 松下 﨑山
○ ○ ○

細川 真造 玉井
○ × ○

永井 出口
議席順

○ ○

意 見 書（一部抜粋）

… （現状の学校現場における“ブラック化”の解
消のためには、）教員一人あたりの授業の持ちコマ
数に上限を設け、授業準備をはじめ必要な業務を勤
務時間内で収められる体制を構築しなければなりま
せん。そのためには、各校に配置される教員数の根
拠となっている義務標準法並びに高校標準法の改正
が必須です。

適正な勤務時間管理のもと教員がゆとりを持って
仕事をすることは、言うまでもなく児童・生徒の成
長や発達に資するものです。教員の本務を全うする
ためにも、今般の政府の改善策にとどまることなく
一刻も早い教員配置の見直しが必要です。

これらを踏まえ、みなべ町議会は、国会及び政府
に対し次の事項を実現するよう強く要請します。

１　学校に求められる業務量に見合った教職員配置
を進めるため、義務標準法並びに高校標準法の
改正をすること

陳情採択後、国に向けての意見書の
提出を全会一致で決議しました。
また、その後国の関係機関に対して
これを提出しました。

（議長は除く）

令和７年3月定例会

みなべ町議会だより P8



和歌山県教職員組合日高地方支部より「学校の業
務量に見合った教職員配置と長時間労働を抑制するた
め教員に残業代を支給可能とする給特法の改正を求め
る陳情」が当議会に寄せられていました。

陳情では、現在の学校で業務過多による長時間労
働に加えて、本来配置されるべき教員数が未達となっ
ており、離職者が跡を絶たない悪循環に陥っていると
しています。

そのため、教職員の処遇改善の他、教
員の配置基準を定める法律の改正が必要だ
と訴えています。

教職員配置数の見直しを求めて国に意見書を提出 令和７年１月臨時会

この陳情を受けて、総務文教委員会で6回
にわたる審議を行い、本会議に陳情の採択
に向けての発委（=提案）をしました。

その際、陳情の採択にあたって真造議
員より反対意見（＝反対討論）が出さ
れました。※ 右ページ採択結果参照

１）委員会発委

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り

新
た
に
議
会
事
務
局
職
員
が

替
わ
り
ま
し
た

反対討論
陳情の趣旨はそのとおりだと理解します。しか

し、昨年末に財務・文科大臣による合同声明で、
給与、学級定数、教員定数を見直すと謳っていま
す。それを具体化する多額の新年度予算も発表さ
れました。政府がやると言っていることをみなべ
町議会がお願いしますというのは、非常におかし
くないですか。議会の良識が問われ、町民の信頼
を失墜することになりかねません。よって陳情の
採択には反対します。

議
会
事
務
局
職
員

　
　
異
動
の
あ
い
さ
つ

土井 委佐子  主任

今
年
の
４
月
か
ら

議
会
事
務
局
に

異
動
し
ま
し
た
。

一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

多忙化
ブラック化
休職者増

令和７年3月定例会

みなべ町議会だよりP9



質
問　町

職
員
の
離
職
が
続
き
、去

年
よ
り
改
善
さ
れ
な
い
。令
和

６
年
度
の
離
職
者
数
と
、令

和
７
年
度
採
用
職
員
数
と
内

訳
を
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。

辞
め
た
職
員
の
中
に
は
、住

民
の
方
に
い
つ
も
笑
顔
で
対

応
し
、町
づ
く
り
に
尽
力
し
て

く
れ
た
方
が
い
た
。職
員
の
離

職
、採
用
を
繰
り
返
す
こ
と

は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
き
、人
件
費
が
財
政
を
圧

迫
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
。

町
長令

和
６
年
度
の
離
職
者
数

は
12
名
で
す
。令
和
７
年
度

職
員
採
用
数
は
、一
般
事
務
15

名
、保
健
師
１
名
、保
育
士
２

名
に
な
って
い
ま
す
。

人
件
費
に
つ
い
て
は
国
か

ら
地
方
交
付
税
が
措
置
さ
れ

ま
す
が
、
今
後
の
町
財
政
も

踏
ま
え
、
財
政
計
画
が
必
要

で
す
。

活
躍
さ
れ
た
職
員
に
つ
い

て
、
新
卒
３
年
以
内
の
民
間

企
業
離
職
率
は
35
％
と
い
う

デ
ー
タ
も
あ
り
、
離
職
自
体

は
悪
で
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

再
質
問　

三
回
目
の
募
集
時
、保
健

師
３
名
を
採
用
で
き
ず
、そ

の
人
数
を
一
般
事
務
に
加
え

て
６
名
採
用
に
し
て
い
る
が
、

職
員
が
多
く
な
っ
て
こ
な
い
か
。

ま
た
、保
健
師
の
募
集
は
今

後
ど
う
す
る
か
。

町
長一

時
的
に
職
員
は
増
え
ま

す
が
、業
務
を
見
直
し
職
員

と
の
信
頼
関
係
を
積
み
重
ね

て
職
場
体
制
を
整
え
て
い
き

た
い
で
す
。保
健
師
は
今
後
も

募
集
し
ま
す
。

女
性
模
擬
議
会
に
つ
い
て

質
問　男

女
共
同
参
画
基
本
法
で

国
は
指
導
的
地
位
に
女
性
が

占
め
る
割
合
の
目
標
を
30
％

と
し
た
。

わ
が
町
に
は
聡
明
で
先
進

的
な
考
え
を
持
っ
た
女
性
が

多
い
。そ
の
方
々
の
意
見
を
拾

う
べ
く
、女
性
模
擬
議
会
を

開
催
し
て
は
ど
う
か
。

町
長町

が
主
体
で
女
性
模
擬
議

会
を
開
催
す
る
こ
と
は
現
状

は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

行 政

質問 町職員離職と町財政への影響について
答弁 長期的に見て職員数の適正化を図りたい

一般質問

松
まつ

下
した

恭
きょう

子
こ

 議員

R6

2

1

9

12

R5

1

1

R4

2

1

3

6

R3

5

1

2

8

R2

3

3

R1

4

1

5

年

定年

勧奨

普通

合計

第3回
45歳まで

6/3

0/3

第2回
35歳まで

4/3

1/1

1/2

第1回
45歳まで

5/2

試験回数

採用区分

一般事務

保健師

保育士 採用人数

　　  募集人数

近年の離職状況

令和7年度職員採用試験結果

みなべ町議会だより P10



質問 普通財産の有効活用を
（宅地の確保を第一に）

答弁 前向きに取り組んでいきたい

く ら し

居
住
地
の
確
保
を

質
問　民

間
で
の
開
発
も
進
む
な

か
、選
択
肢
を
増
や
す
た
め
に

も
、宅
地
の
確
保
を
第
一に
、町

内
各
地
に
存
在
す
る
普
通
財

産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、町

長
の
考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

町
長町

と
し
ま
し
て
も
、活
用
可

能
な
土
地
で
あ
れ
ば
売
却
や

貸
し
付
け
な
ど
を
行
い
財
政

面
や
地
域
振
興
な
ど
に
寄
与

で
き
る
よ
う
に
努
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

売
却
は
宅
地
に
す
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
は
お
り
ま
せ

ん
が
、宅
地
の
確
保
は
重
要
だ

と
考
え
て
お
り
ま
す
。売
却

に
な
り
得
る
土
地
も
あ
れ
ば
、

自
然
災
害
想
定
区
域
内
な
ど

宅
地
と
し
て
の
売
却
は
難
し

い
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
も

あ
る
の
が
現
状
で
す
。住
民
の

ニ
ー
ズ
と
し
て
は
、自
然
災
害

か
ら
で
き
る
限
り
回
避
が
で

き
る
場
所
で
建
て
た
い
と
い
う

の
が
本
音
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。基

本
的
に
は
現
状
の
ま
ま

売
却
を
し
、イ
ン
フ
ラ
の
整
備

に
つ
い
て
は
購
入
さ
れ
た
方
で

必
要
に
応
じ
た
対
応
を
お
願

い
し
た
い
で
す
。

宅
地
に
適
さ
な
い
土
地
は
、

今
後
は
民
間
で
活
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、町
の
活

性
化
が
図
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。宅

地
の
確
保
は
町
の
優
先

課
題
で
あ
り
、特
に
山
間
地
で

の
確
保
が
課
題
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
、

地
域
の
方
々
と

の
対
話
を
進

め
て
、前
向
き

に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
で
す
。

遊
休
地
の
整
理

を再
質
問

売
却
す
る
こ

と
は
遊
休
町
有

地
の
整
理
に
つ

な
が
る
と
考
え

ま
す
。

み
な
べ
町
行

政
改
革
第
４

次
実
施
計
画
に「
利
用
が
見

込
め
な
い
遊
休
地
に
つ
い
て
、

公
募
又
は
隣
接
所
有
者
等
へ

の
売
却
を
進
め
る
」と
あ
る

が
、目
標
数
値
が
示
さ
れ
て
い

な
い
。公
表
し
て
、町
民
の
意

見
、希
望
等
を
伺
い
、早
期
に

計
画
を
進
め
て
は
。

町
長ど

こ
に
ど
う
い
う
町
有
地

が
あ
る
の
か
、住
民
の
方
々
が

わ
か
ら
な
い
状
況
で
は
売
却

も
進
み
ま
せ
ん
。遊
休
地
は

多
少
で
も
管
理
費
が
か
か
り

ま
す
の
で
、計
画
に
沿
っ
て
少

し
で
も
売
却
し
て
い
け
る
よ

う
対
応
を
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

一般質問

※普通財産とは
学校や庁舎など行政目的をもった行
政財産以外で町が所有する財産です。
主なものは、行政目的が終了した施
設や土地、町道を改良した場合の旧道
の残地など。

棒
ぼう

　引
ひき

　　清
きよし

 議員

町有地売却により建設された住宅

みなべ町議会だよりP11



く ら し

今
後
を
見
据
え
た
ゴ
ミ
出

し
困
難
者
へ
の
対
応
を

質
問　ご

み
出
し
困
難
者
の
問
題

が
各
地
で
表
面
化
し
つ
つ
あ

る
。
現
状
は
、
ヘ
ル
パ
ー
や
事

業
所
に
よ
る
個
別
の
対
応
に

頼
る
ば
か
り
だ
。
ま
た
、
要

支
援
・
介
護
の
認
定
を
受
け

て
い
な
い
人
は
支
援
の
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
。
今
後
の

高
齢
者
の
急
増
に
と
も
な
う

ゴ
ミ
出
し
困
難
者
の
問
題
は
、

Ａ
町
で
は
す
で
に
着
手
︑

わ
が
町
で
も
可
能
で
は

再
質
問

こ
の
問
題
は
、
収
集
車
や

ゴ
ミ
出
し
場
所
の
あ
り
方
と

い
う
よ
り
弱
者
に
寄
り
添
う

福
祉
の
問
題
だ
。
Ａ
町
で
は

も
と
も
と
あ
っ
た
「
生
活
管

理
指
導
員
」
と
い
う
制
度
を

利
用
し
て
要
支
援
・
介
護
者

や
そ
れ
以
外
の
人
も
支
え
る

し
く
み
が
で
き
て
い
る
。
わ

が
町
に
も
同
じ
制
度
が
あ
り
、

こ
こ
に
一
工
夫
を
加
え
る
こ

深
刻
さ
を
増
す
こ
と
だ
ろ
う
。

制
度
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長ゴ

ミ
出
し
支
援
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
隣
近
所
の
助
け
合
い

や
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
醸
成

が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
れ
で
も
ゴ
ミ
出
し
が
困

難
な
方
への
支
援
に
つ
い
て
は
、

先
進
事
例
を
参
考
に
制
度
化

す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、ま
ず
は
調
査
や
情
報

収
集
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
で
ゴ
ミ
出
し
支
援
が
実
現

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長制

度
化
す
る
前
に
、集
積

所
を
増
や
し
て
距
離
を
縮
め

る
こ
と
や
回
収
日
前
に
集
積

所
に
ゴ
ミ
出
し
が
で
き
る
よ

う
地
域
の
理
解
を
求
め
る
な

ど
も
考
え
ら
れ
ま
す
。そ
の

あ
た
り
の
状
況
調
査
も
必
要

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、こ
の
制
度
化
に
よ
っ

て
地
域
と
の
関
係
が
希
薄
化

す
る
懸
念
も
あ
り
そ
こ
は
慎

重
に
す
べ
き
で
す
が
、地
域
に

よ
っ
て
そ
れ
が
難
し
い
場
合
に

つ
い
て
は
、町
と
し
て
も
支
援

を
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。ま
ず
は
調
査
か
ら

始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

一般質問

質問 ゴミ出し困難者への支援、制度化を
答弁 まずは、調査したい

現在、高齢者町内 3人に１人以上。そのうち単身で
お住まいの高齢者は13％で、すでに1500人近くに
達しています。今後、この数は急増すると思われ、
それによる影響が心配されます。

玉
たま

井
い

伸
のぶ

幸
ゆき

 議員

みなべ町の
高齢者率

65歳未満
66%

高齢者
34%

うち単身者

13%

令和7年1月現在

Ａ町では令和2年度より実施
従前の制度にゴミ出しサービスを加えました。認定者と
それ以外の人あわせて20数人が支援を受けています。
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関係人口

質
問

み
な
べ
町
の
Ｐ
Ｒ

①
関
係
人
口
を
創
出
拡
大
す

る
に
は
、
戦
略
と
と
も
に
み

な
べ
町
の
Ｐ
Ｒ
、
情
報
発
信

が
大
切
で
す
。
今
後
も
ど
の

よ
う
に
情
報
発
信
し
て
い
く

の
か
。

梅
収
穫
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

②
「
梅
収
穫
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
な
ど
の
取
り
組
み
を
通

し
て
、
さ
ら
な
る
関
係
人
口

の
創
出
に
向
け
て
の
町
長
の

考
え
は
。

ふ
る
さ
と
住
民
票
の
検
討

③
関
係
人
口
を
増
や
し
、
み

な
べ
町
を
応
援
し
て
く
れ
る

町
外
の
方
と
の
つ
な
が
り
を

よ
り
深
め
る
た
め
に
、
「
ふ

る
さ
と
住
民
票
」
の
導
入
を

検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

町
長

①
今
後
は
、
み
な
べ
町
に
関

心
を
持
っ
て
い
る
企
業
へ
の

訪
問
や
地
域
の
魅
力
を
発

信
す
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
開
催
し
て
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
や

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持

続
可
能
）
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
情
報

発
信
な
ど
も
必
要
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
メ
デ
ィ
ア
に
取

り
上
げ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

も
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。
み
な
べ
町
の
Ｐ

Ｒ
動
画
の
作
成
も
頭
の
中
に

は
あ
り
ま
す
。

②
継
続
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
関
係
人

口
創
出
の
た
め
に
出
て
き
た

課
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

課
題
と
し
て
は
、
滞
在
場

所
と
交
通
手
段
が
弱
い
と
こ

ろ
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

関
係
人
口
を
増
や
し
、
継
続

し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ

ら
の
課
題
を
解
決
す
る
必
要

性
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

③
ふ
る
さ
と
住
民
票
に
つ
い

て
は
、
導
入
す
る
こ
と
で
ど

う
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

か
、
ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い

状
況
で
す
。
た
だ
、
関
係
人

口
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。

　

か
つ
ら
ぎ
町
で
は
、
町
長

の
思
い
で
始
め
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
実
際
の
と
こ
ろ
導

入
し
て
ど
う
な
の
か
は
、
直

接
町
長
に
聞
い
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

一般質問

質問 関係人口の創出拡大に向けての考えは
答弁 取り組みを継続し、課題を解決する

細
ほそ

川
かわ

安
やす

弘
ひろ

 議員

梅収穫ワーケーション参加者（写真提供：うめ課）

※ふるさと住民票とは
　普段、私たちは一つの自治体に住民登録をし、サービスを受けて生活をしています。
住民登録をしていなくても、自分の故郷やお気に入りの地域に強い関心を持つ人た
ちに第２の住民票を発行し、地域づくりに参加してもらうのがふるさと住民票のね
らいです。
　石破首相は、令和７年１月の施政方針演説で関係人口の登録制度「ふるさと登録
制度」について検討すると表明しました。
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予 算

質
問　町

長
は
所
信
表
明
で
人
口

減
少
対
策
、
子
育
て
支
援
、

医
療
体
制
維
持
、
ふ
る
さ
と

納
税
強
化
、
財
政
健
全
化
等

を
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
初
予
算
の
数

点
で
、
所
信
と
の
整
合
性
に

疑
問
が
あ
り
ま
す
。
町
長
の

か
。
な
ぜ
継
続
な
の
か
。

●
敬
老
福
祉
大
会
、
出
産
育

児
応
援
金
、
各
種
検
診
な
ど

の
重
要
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
が

削
減
・
廃
止
さ
れ
た
理
由
は
。

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
の

意
思
決
定
過
程
が
不
透
明
。

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
を
交
え

た
会
議
が
必
要
で
は
。

●
新
規
事
業
「
世
界
農

業
遺
産
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ

Ｕ
」
の
町
単
独
予
算
化

の
意
義
は
。

町
長

●
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
は
、目
標
値
で
は
な
く
、

令
和
６
年
度
の
実
績
を

予
算
化
し
て
い
ま
す
。寄

附
額
増
の
た
め
、返
礼
品

の
開
発
や
広
告
の
中
間

事
業
者
へ
の
委
託
、共
通

返
礼
品
の
採
用
等
を
進

め
ま
す
。

●
婚
活
支
援
は
、結
婚
率

の
向
上
、少
子
化
対
策
と

し
て
有
効
と
の
認
識
か

見
解
を
質
し
た
く
質
問
し
ま

す
。

●
ふ
る
さ
と
納
税
増
額
の
公

約
に
も
関
わ
ら
ず
、
予
算
は

令
和
６
年
度
実
績
と
同
額
。

公
約
実
現
の
た
め
に
上
積
み

す
べ
き
で
は
。

●
婚
活
支
援
や
ラ
ジ
オ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
実
効
性
が
不
確

ら
継
続
し
ま
す
。

●
ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、音

声
メ
デ
ィ
ア
が
再
認
識
さ
れ
て

お
り
、梅
酒
や
世
界
農
業
遺

産
の
認
知
度
向
上
、若
年
層
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
視
野
に
継
続

し
ま
す
。

●
敬
老
福
祉
大
会
は
、コ
ロ
ナ

禍
で
の
中
断
後
の
参
加
率
低

下
を
受
け
、再
検
討
の
結
果
、

令
和
６
年
度
を
区
切
り
に
終

了
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

●
出
産
育
児
応
援
金
が
少
子

化
対
策
に
な
っ
て
い
る
か
疑
問

で
す
。別
の
子
育
て
支
援
を

検
討
中
で
す
。

●
健
診
は
早
期
発
見
の
有
効

性
に
疑
問
が
あ
る
も
の
も
あ

り
、見
直
し
ま
し
た
。

●
S
D
G
s
の
実
施
主
体
は

町
な
の
で
、提
案
の
会
議
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

●
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｕ
は
、地
域
課

題
の
解
決
、関
係
人
口
の
増
加
、

ふ
る
さ
と
納
税
増
等
、都
会
の

企
業
、人
と
の
繋
が
り
で
好
循

環
を
生
む
事
業
で
す
。

一般質問

質問 所信に対する新年度事業の整合性を問う
答弁 費用対効果を勘案し事業を継続、廃止、

採用

真
し ん

造
ぞ う

賢
け ん

二
じ

 議員
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上下水道

質
問　全

国
各
地
で
上
下
水
道
管

の
老
朽
化
で
事
故
が
多
発
。

み
な
べ
町
内
の
施
設
の
老
朽

化
や
陥
没
発
生
・
下
水
管
の

修
理
状
況
は
。

ま
た
、
今
後
の
耐
震
性
向

上
や
長
寿
命
化
へ
の
更
新
計

画
は
あ
る
の
か
。

年
々
厳
し
く
な
る
上
下
水

道
の
水
質
管
理
基
準
に
照
ら

し
て
現
在
の
状
況
は
。

町
長約

２
２
０
キ
ロ
の
上
水
道

施
設
で
、
法
定
耐
用
年
数
40

年
を
超
す
箇
所
は
23
％
で
す
。

３
年
間
で
水
道
本
管
か
ら
の

漏
水
に
よ
る
修
繕
は
25
件
で

し
た
が
、
陥
没
が
発
生
す
る

ほ
ど
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
は
、
水
道
料
金
改

定
の
要
因
と
な
っ
た
東
部
配

水
池
か
ら
の
基
幹
配
水
管
の

更
新
に
着
手
し
て
い
く
予
定

で
す
。

次
に
、
下
水
道
管
は
施
行

時
期
が
近
年
で
、
陥
没
事
案

は
あ
り
ま
せ
ん
。

耐
用
年
数
が
過
ぎ
て
多
額

の
更
新
事
業
費
が
必
要
と
な

る
の
で
、
経
費
削
減
に
努
め
、

町
民
の
み
な
さ
ん
が
安
心
使

用
で
き
る
持
続
可
能
な
運
営

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

水
質
管
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
水
道
法
に
定
め
る
51
項

目
の
水
質
基
準
に
適
合
し
た

管
理
を
行
っ
て
お
り
、
す
べ

て
の
水
源
地
で
検
査
を
実
施

し
、
国
の
暫
定
目
標
値
未
満

で
す
。

再
質
問

今
後
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

に
備
え
て
耐
震
化
が
必
要
だ

が
、
発
生
し
た
場
合
の
被
害

想
定
は
ど
の
程
度
見
て
い
る

の
か
。

ま
た
、
水
質
デ
ー
タ
は

も
っ
と
公
表
す
べ
き
で
は
。

水
道
室
長

現
在
の
耐
震
化
率
は
、
取

水
施
設
に
つ
い
て
は
19
％
で

す
。
新
し
く
浄
水
場
が
竣
工

す
れ
ば
、
63
％
に
引
き
あ
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

管
路
に
つ
い
て
は
、
現
在

13
％
程
度
で
す
が
、
計
画
が

進
ん
で
も
耐
震
化
は
15
％
程

度
と
、
大
幅
な
解
消
に
は
な

ら
な
い
状
況
で
す
。

水
質
デ
ー
タ
の
公
表
に
つ

い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
安
全
性
は
説
明
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
よ
り
数
値

的
に
公
表
を
検
討
し
て
い

き
た
い
で
す
。

生
活
環
境
課
長

下
水
道
管
に
つ
い
て
は
耐

震
構
造
に
な
っ
て
い
な
い

の
で
、
防
災
と
減
災
を
組

み
合
わ
せ
て
、
基
幹
的
な

施
設
部
分
を
早
急
に
復
旧

さ
せ
る
事
を
基
本
に
考
え

て
い
ま
す
。

一般質問

出
で

口
ぐ ち

晴
は る

夫
お

 議員

質問 進む上下水道管の老朽化！　
みなべ町の現状と対策は

答弁 急所となる施設を優先的に、耐震化
を図って行きたい

▲水道管の耐震化は、基幹管路からスタート

▲南部川河川敷の浄水場の耐震化も急がれる。
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委員会レポート

町内ＪＲ２駅の改善に向け町がいよいよ検討に入りました。

総務文教常任委員会 
委員会レポート

南部駅の課題

◦切符が買えない
◦乗り方がわからない
◦階段昇降機が使えない
◦ゴミが落ちている
◦駅が殺風景
◦跨線橋内が薄汚れている

これを受けた形で、町は南部・
岩代両駅の今後について検討す

る方針を固めました。そのうえで、令和
7 年度予算に「駅を活用したまちづくり
協議会」の設置費用を計上し、ここで
の成果を反映することとしています。

予算が可決されたことを踏まえ、
3 月 28 日、委員会は担当の政策

推進課から「駅を活用したまちづくり
協議会」の進め方について町の考え方
を聞きました。
　協議会は、大学教授を中心にＪＲ、駅
の利用者、公共交通機関関係者、町内
各種団体代表者で構成される予定です。
ちなみに由良町では同様のものが一昨
年前に設けられ、大胆な計画を打ち出
しています。今後議会としても注視し
ていきます。

南部駅が無人となって利用しづ
らいなどのいろいろな声が寄せら

れていました。これに対し、一昨年の夏
から当委員会として検討を始めました。

委員会では回を重ねて調査・検討、県内外への
視察も行い、町への提言をまとめました。さらに、

これをもとに昨年９月に議会として改善を求める決議
を行いました。

決　　議

１ 南部駅に人を配置し、利用者の利便性、安全性
の向上を図ること

２ 南部駅の当該人の業務は、柔軟かつ継続性ある
ものをめざすこと

３ 南部・岩代の両駅の利活用は、町づくりの観点
に立ってにぎわいの回復・創出をめざしつつ検
討を進めること

４ 岩代駅では住民のこれまでのとりくみを最大限
に尊重すること

５ 議会はもとより町当局の JR の積極的な利用を
図ること

3

4

1

2

南部駅

岩代駅
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委員会レポート

観
光
ガ
イ
ド
の
み
な
さ
ん

と
の
意
見
交
換

２
月
17
日
「
み
な
べ
観
光
ガ

イ
ド
の
会
」
の
み
な
さ
ん
９
名

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

自
己
紹
介
、
活
動
内
容
の
説

明
に
始
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
話

題
に
話
し
が
弾
み
、
有
意
義
な

会
に
な
り
ま
し
た
。
近
日
中
に

課
題
と
し
て
指
摘
し
て
い
た
だ

い
た
箇
所
を
視
察
す
る
予
定
に

し
て
い
ま
す
。

３
月
27
日
、
建
設
課
、
産
業

課
の
職
員
に
同
行
し
て
い
た
だ

き
、
町
内
の
主
な
工
事
現
場
を

視
察
し
ま
し
た
。

島
ノ
瀬
ダ
ム
の
し
ゅ
ん
せ
つ

ダ
ム
上
流
の
河
川
に
堆
積
し

た
土
砂
を
撤
去
す
る
工
事
が
計

画
中
で
す
。
撤
去
予
定
土
量
は

約
18
万
９
０
０
０
㎥
で
、
ナ
デ

オ
地
区
に
搬
入
し
ま
す
。
令
和

９
年
か
ら
仮
設
工
を
、
12
年
か

ら
土
砂
の
撤
去
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。

南
部
川
河
川
改
修

国
の
指
針
に
基
づ
き
、
大
洪

水
に
耐
え
ら
れ
る
河
川
の
断
面

積
を
確
保
す
る
た
め
の
改
修
工

事
で
す
。
河
川
の
拡
幅
、
堤
体

の
か
さ
上
げ
等
を
行
い
ま
す
。

学
校
橋
下
流
の
工
事
は
完
了
し

て
お
り
、
現
在
、
上
流
部
で
工

事
が
進
行
中
で
す
。
今
後
、
片

山
地
区
側
の
河
川
拡
幅
と
堤
体

の
か
さ
上
げ
が
さ
れ
、
国
道
と

ほ
ぼ
同
じ
高
さ
と
な
り
ま
す
。

改
修
計
画
に
つ
い
て
は
、
瓜
谷

川
と
四
郎
橋
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。古

川
河
川
改
修

総
延
長
約
３
㎞
の
工

事
は
順
調
に
進
行
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
工
事

で
晩
稲
児
童
公
園
の
一

部
が
工
事
に
か
か
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
公
園

を
閉
鎖
し
、
工
事
の
資

材
置
き
場
に
す
る
計
画

で
す
。
新
年
度
予
算
に

遊
具
の
撤
去
費
用
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
道
名
の
内
線
改
修

名
の
内
会
館
付
近
よ
り
上
流

約
1.2
㎞
の
区
間
で
、法
線
変
更
、

道
路
拡
幅
等
の
工
事
を
進
行
中

で
す
。

町
道
郷
美
墓
地
線災

害
復
旧
工
事

令
和
５
年
の
豪
雨
に
よ
り
崩

落
し
た
道
路
路
側
の
復
旧
工
事

で
す
。
現
場
は
「
と
き
わ
寮
梅

の
里
」
の
す
ぐ
近
く
で
す
。
二

次
崩
落
が
起
こ
る
な
ど
難
工
事

で
し
た
が
、
工
法
の
変
更
等
に

よ
り
既
に
完
成
し
て
お
り
、
安

全
に
通
行
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

県
道
た
か
の
金
谷
線

災
害
復
旧
工
事

令
和
４
年
７
月
に
発
生
し
た

崩
落
に
よ
り
寸
断
さ
れ
た
道
路

の
復
旧
工
事
で
す
。
崩
落
上
部

か
ら
工
事
が
進
ん
で
お
り
、
令

和
８
年
度
に
完
了
予
定
で
す
。

　

仮
設
道
路
が
迅
速
に
整
備
さ

れ
た
た
め
、
生
活
に
は
大
き
な

支
障
が
な
い
状
態
で
す
が
、
一

日
で
も
早
い
復
旧
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

３月２７日、担当課同行のもと、町内の主な工事個所を視察しました。
２月１７日、みなべ観光ガイドの会のみなさんと意見交換を行いました。

産業建設常任委員会 
委員会レポート

工
事
個
所
の
視
察

ダム上流には大量の土砂が堆積
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みなべ町立高城中学校が令和７年（2025）
３月末をもって 78 年間の歴史に幕を降ろ
しました。

昭和 22 年（1947）５月に城西・島之瀬
の両小学校内に「高城村立高城中学校」
として開校し、同 24 年（1949）１月に滝
449 番地に独立校舎が完成、その後の平成
2 年（1990）現在地に新築移転しました。
平成 26 年（2014）には清川中学校との統
合を経て総勢 2,228 名の卒業生を送り出してきました。

3 月 20 日の閉校式では、生徒や卒業生、教職員、地域住民ら約 300 人が詰めかけ
たなか、思い出の学び舎との別れを惜しみました。

式典は、国歌斉唱で始まり主催者や学校長の挨拶後、生徒会長から町長に校旗が返納
されて終了しました。続くアトラクションでは、統合以前の清川中・高城中の校歌、そし
て現在の校歌3曲を紀南交響楽団が演奏し、これにあわせて参加者が合唱しました。また、
1、2 年生の和太鼓の演奏や、つい先日に卒業したばかりの 3 年生によるダンスも披露さ
れ会場を盛り上げました。最後に餅投げが行われ、会場は大きな歓声に包まれました。

78 年の歴史を懐かしく振り返りなが
ら故郷への想いを胸に新たなステージ
にエールを送ります。
「みなべ町」になって 20 年、生徒数

の減少により町内二つの中学校が閉じ
られました。生徒数の減少、残った施
設の有効活用、課題は残ります。

議
会

だ
よ

り
　み

な
べ

第
7

7
号

　
令
和
7
年
5
月
１
日
発
行

発
行

　
和

歌
山

県
み

な
べ

町
議

会
〒
6
4
5
-0
0
0
2
和
歌
山
県
日
高
郡
み
な
べ
町
芝
7
4
2

TEL　
0
7
3
9
-7
2
-1
3
3
4
　
FA
X
　
0
7
3
9
-7
2
-1
3
3
5

議
会
の
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い

５
月
議
会

5
月
14
日（
水
）午
前
９
時
～

次
回
の
開
会
予
定
は
次
の
通
り
で
す

●高城中学校閉校式　78年の歴史に幕！

町 内 あ れ こ れ

あ

と

が

き

令
和
７
年
度
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
、
新
た
な

一
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。

施
策
に
は
、
昨
年
の
10
月
か
ら
始
ま
っ
た
県
の

補
助
制
度
を
活
用
し
た
小
中
学
校
の
給
食
費
無
償

化
や
高
台
へ
の
避
難
道
路
の
整
備
事
業
、
漁
港
の

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
、
町
道
の
改
良
工
事
等
の
継
続

事
業
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
お
買
い
物
券
の

配
布
、
補
助
金
制
度
の
新
設
、
増
額
等
が
盛
り
込

ま
れ
、
防
災
面
で
は
新
た
に
２
か
所
の
津
波
避
難

タ
ワ
ー
の
調
査
費
も
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、

見
直
し
に
よ
り
取
り
や
め
と
な
っ
た
事
業
も
あ
り

ま
す
。
予
算
審
議
で
は
各
課
か
ら
の
説
明
を
受
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
議
論
を
重

ね
、
み
な
さ
ま
の
声
を
施
策
に
反
映
し
、
広
報
を

通
じ
て
届
け
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

広
報
特
別
委
員
会　

副
委
員
長　

棒
引　

清


